
『法
苑
義
鏡
』
に
お
け
る
大
種
造
色
と
表
無
表
に

つ
い
て

井

上

英

正

善
珠

(七
二
三
～
七
九
七
)

の

『
法
苑
義
鏡
』
は
、

慈
恩

(六
三
二
～

六
八
二
)
の

『法
苑
義
林
章
』
(
1
)

の
注
釈
書
で
あ
り
、
『大
正
大
蔵
経
』
七

十

一
巻
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
三
十
巻
、
『
日
本
大
蔵
経
』
六
十
二
巻

に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
れ

ら

の

『法
苑
義
鏡
』
は
、
『
法
苑
義
林
章
』
七
巻
二

十
九
章

中
六
章
を
注
釈
し
た
部
分
し
か
現
存
し
て
お
ら
ず
完
全
な
も
の

で
は
な

い
。
ま
た
、
表
無
表
に
関
す
る
部
分
を
未
受
戒
者
に
は
説
く
べ

か
ら
ず
と
い
う
理
由
等
で
分
離
別
行
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

の

『法
苑
義
鏡
』
は
、
次
の
六
種
類
で
あ
る
。

一
、
『
法
苑
義
鏡
』

六
冊
本

版
本

*
巻
之
五
下
の
大
種
造
色
義
下

の
奥
書

に

は
、

「天
明
七
年
丁
未
四

月
御
免

寛
政
九
年
丁
巳
七
月
刊
行
」
と
あ
る
。

二
、
『
法
苑
義
林
義
鏡
』

七
冊
本

写
本

*
五
心
章

・
諸
乗
章

の
奥
書
に
は
、

「永
久
四
年
書
寫

天
治
二
年

復

寫
云
云
」
と
あ
る
。

三
、
『
大
乗
法
苑
義
鏡
』

五
冊
本

写
本

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

*
表
無
表
義
林
の
奥
書
に
は
、

「
天
明
七
年
請
之
於
御
室
長
時
院
而

篤
得
訖

(略
)」
と
あ
る
。

四
、
『義
林
義
鏡
』

四
冊
本

写
本

*
断
障
章
の
奥
書
に
は
、

「干
時
安
永
弟
六
丁
酉
十
月
三
目
於
京
兆

佛
具
屋
町
熊
田
氏
僑
舎
書
写
並
校
点
了
」
と
あ
り
、
表
無
表
章

の

奥
書
に
は
、
「享
保
八
年
癸
卯
六
月
二
八
日

(略
)」
と
あ
る
。

五
、
『法
苑
義
鏡
』

二
冊
本

写
本

*
五
心
義
の
奥
書
に
は
、

「慶
長
十

一
年
丙
午
十
二
月

(略
)」
と
あ

り
、
大
種
造
色
の
奥
書
に
は
、
「慶
長
十
二
暦

(略
)」
と
あ
る
。

六
、
『
法
苑
義
鏡
』

一
冊
本

写
本

*
奥
書
は
存
在
せ
ず
。

以
上
の
六
種
類
の

『法
苑
義
鏡
』

の
内
容

は
、

特
に
大
種
造
色

(
一

の

『法
苑
義
鏡
』
・
二
の

『法
苑
義
林
義
鏡
』
・
三
の
『大
乗
法
苑
義
鏡
』
.
四
の

『義
林
義
鏡
』
・
五
の

『法
苑
義
鏡
』
に
所
収
)
と
、
表
無
表

(二
の

『法
苑
義

林
義
鏡
』
・
三
の
『大
乗
法
苑
義
鏡
』
・
四
の
『義
林
義
鏡
』
・
六
の
『
法
苑
義
鏡
』

に
所
収
)
に
つ
い
て
は
多
く
書
き
残
さ
れ
て

お
り
、
内
容
も
多
少
の
違

一
三

七

631



『
法
苑
義
鏡
』
に
お
け
る
大
種
造
色
と
表
無
表
に
つ
い
て

(井

上
)

い
が
あ
る
。

例

え
ば
、
『
法
苑
義
鏡
』
巻
六
の
表
無
表
義
林

に
あ

る

「疏
第
七
巻

等

(中
略
)
十
二
心
也
。
」
(
2
)

の
文
は
、

四

の

『義
林
義
鏡
』
で
は
、

「此

の
文

は
後
人
之
を
加

え

た
。
此
章

の
中
に
は
十
二
心

の
事
無
き
が
故

に
」
と
い
う
文
が
あ
る
が
、
奥
書
に
よ
る
と

一
番
古
い
二
の

『法
苑
義

林
義
鏡
』
に
は
、
同
じ
文
は
載

っ
て
い
る
が
後
人
云
云
に
つ
い
て
は
何

も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
な
ぜ
大
種
造
色
と
表
無
表
は
、
多
く
書
き
残
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

そ

の
理
由
と
し
て
は
、
表
色
と
無
表
色
が
色
と
い
う
名
を
つ
け
て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
来
は
表
業
と
無
表
業
と
し
て
の
意
味
合
い
の

方
が
強
く
、
色
と
い
う
も

の
を
整
理
す
る
意
味
で
、
大
種
造
色
と
表
無

表
を
研
究
す
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

表
無
表
の
定
義
は
、
『
法
苑
義
鏡
』
巻
六
の
表
無
表
義
林
に
、

一
表
色
等
者
。
表
謂
表
示
。
由
動

身
等

表
示

内
心
一名
之
爲
膿
。
郎
是
色

庭
表
色
。
故
爲

色
。
無
表
翻

此
。
無
表

示
功

故
名

無
表
(
3
)

と
あ
る
よ
う
に
、
表
と
は
表
色
の
こ
と
で
、
有
情

の
内
心
を
身
体
な
ど

の
動
き
に
よ

っ
て
表
示
す
る
も
の
を
い
う
。
無
表
と
は
無
表
色
の
こ
と

で
、
表
を
翻
し
た
も
の
な
の
で
有
情
の
内
心
を
身
体
な
ど
の
動
き
で
は

表
示
で
き
な
い
も
の
を
い
い
、
善

・
悪
の
行
為
を
お
こ
な

っ
た
後
に
生

じ
た
余
力
が
潜
在
し
て
表
示
さ
れ
な
い
状
態
を
い
う
。

色
に
つ
い
て
は
、
『法
苑
義
鏡
』
巻
五
本
の
大
種
造
色
義
に
、

一
三

八

色
有

二
十
五

謂
從

青
色

至

空

顯
色

二
十
五
中
青
黄
赤
白
四
是
實

有
。
餘
皆
是
假
。
(
4
)

と

あ

り

、

『
法

苑

義

鏡

』

巻

六

の
表

無
表

義

林

に

は
、

假
身
表

業
以
色
庭

中
表
色
爲
性
者
。

封
法
第

一
説

二
十
五
種

色

謂
青

黄

赤

白
。
長

短
方
圓

。
麁

細
高
下
。
正
不
正
。
光
影
明
闇
。
雲
姻
塵
霧

。
週
色

表

色
空

一
顯

色
。
此

二
十
五
皆
色
庭
攝
。

二
十
五
中
表
色
其

一
。

故

云

色

處
中
表
色
爲
性
(
5
)

と
あ
る
よ
う
に
、
顕
色
は
青

・
黄

・
赤

・
白

・
光

・
影

・
明

・
闇
雲

・

煙

・
塵

・
霧

・
空

一
顕
色
の
十
三
で
あ

り
、
そ

の
う

ち
法
相
宗
で
は

青

・
黄

・
赤

・
白
の
四
つ
を
実
有
と
し
て
、
残
る
他
は
仮
と
す
る
。
形

色
は
長

・
短

・
方

・
円

・
高

・
下

・
正

・
不
正
の
八
つ
で
あ
り
、
形
の

眼
に
見
得

る

べ
き

物
質

を

い
う
。
表
色
は
行

・
住

・
座

・
臥

・
取

・

捨

・
屈

・
伸
の
八
つ
で
あ
り
、
可
見
の
義

に
て
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
顕
色
で
色
を
、
形
色
で
形
を
、
表
色
で
動
作
を
表
し
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
表
色
の
動
作
が
終
了
し
た
後
に
は
何
も
残
ら
な
い
か

と
い
う
疑
問
が
あ
り
、
そ
の
動
作
が
習
慣
化
し
た
と
き
に
は
、
習
慣
化

し
た
影
響
が
身
体
の
内
部
に
残
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
が
生
じ

て
き
て
、
い
わ
ゆ
る
無
表
色
と
い
う
色
が
必
要
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『法
苑
義
鏡
』
巻
五
本
の
大
種
造
色
義
に
、

文
無
既
假
仮
至

造
色
通
假
者
。
此
章
家
文
也
。
無
表
既
假
等
者
。
若
別
脱

無
表
於

思
種

假
立
。
若
定
道
無
表
於

現
思

假
立
。
故
云

無
表
既
假
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別
脱
定
道
二
種
無
表
一
向
唯
善
。
若
不
律
儀
無
表
唯
不
善
性
。
故
云

許
通

善
惡

大
種
唯
實
造
色
通
假
色
者
。
此
即
第
六
就

假
實
其
辨
膿
門
也
。
(
6
)

と
あ
り
、
『大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
三
の
大
種
造
色
章
に
は
、

故
瑜
伽
六
十
四
説
。
色

・
聲

・
表

色
假

通
善

・
惡

實
唯
無
記
。

無
表
既

假
。
許

通

善

・
惡

無
漏
大
造

一
切
唯
善
。
大
種
唯
實
。
造
色
通

假
。
(
7
)

と
あ
る
よ
う
に
、
無
表

の
場
合
は
別
解
脱
戒
の
無
表
は
思
の
種
子
に
仮

立
し
、
定
道
戒
の
無
表
は
現
行
の
思
に
仮
立
す
る
の
で
仮
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
別
解
脱
戒
や
定
道
戒
の
二
種
の
無
表
は
唯
善
だ
が
、

不
律
儀

は
不
善
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
善
悪
に
通
じ
る
の
を
許
す
。
そ
し

て
、
大
種
は
唯
実
で
造
色
は
仮
に
通
じ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
三
の
大
種
造
色
章
に
は
、

第
三
假
實
分
別
者
、
若
表

・
無
表
二
業
三
業
皆
是
假
立
。
然
有

差
別

身

・

語
二
業
假
表
業
鐙
。
實
是
表
色
非

是
業
性
殉
(中
略
)
五
十
三
説
。

一
切
表

業
皆
是
假
有
。
其
發

身

・
語

現
行
之
思
。
實
是
業
性
招

異
熟

故
。
而

非

身

・
語

亦
非

是
表

亦
非

是
色

假
名

身

・
語
表
色

所
發
是
表
。

所
防

・
所
發
倶
是
色
故
。
思
假
名

色
。
其
無
表
色
實
是
無
表
。
無

所

表

示

故
。
而
膿
非

色
。
亦
從

所
發

・
所
防

假
名
爲

色
。
(
8
)

と
あ
る
よ
う
に
、
表
色
と
無
表
色
は
、
本
来
は
色
と
い
う
よ
り
表
業
と

無
表
業
と
す
べ
き
だ
が
、
説

一
切
有
部
が
無
表

の
体
は
四
大
所
造

の
実

色

で
あ
る
と

い
う

主
張
を
法
相
宗
で
は
破
し
、
思

の
種
子
上
の
功
能

を
以
て
、
あ
る
い
は
現
行
の
思
を
以
て
、
非
色
の
法
を
無
表

の
体
と
定

め
、
所
発
と
所
防

(戒
で
い
う
諸
善
発
生
と
防
非
止
悪
)
と
い
う
二

つ
の

『法
苑
義
鏡
』
に
お
け
る
大
種
造
色
と
表
無
表
に
つ
い
て

「井

上
)

理
由
を
強
調
し
た
い
が
た
め
に
色
と
仮
に
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
表
無
表

の
章
で
正
し
く
色
や
戒
を
判
断
す
る
に
は
、
大
種

造
色

の
章
で
説

一
切
有
部
な
ど
の
他
宗
派
の
教
学
や
法
相
宗

の
大
種
を

実
と
し
造
色
を
仮
と
す
る
教
学
等
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ

る
。そ

の
た
め
、
後
世
の
人
は
大
種
造
色
と
表
無
表
の
写
本
を
書
き
、
日

本
で
は
現
存
す
る
最
古
の

『法
苑
義
林
章
』

の
注
釈
書
で
あ
る

『
法
苑

義

鏡

』

で
善

珠

の
色

・
表

無
表

・
戒
(
9
)

な

ど

の
解

釈

を
研

究

す

る

必

要

が

あ

っ
た

の
で

あ

る

。

1

大
正
四
五
所
収

2

大
正
七

一

・
二
七
二

・
c

3

大
正
七

一

・
二
五
四

・
c

4

大
正
七

一

・
二
三
〇

・
a

5

大
正
七

一
・
二
六
七

・
a

6

大
正
七

一

・
二
三
〇

・
a

7

大
正
四
五

・
二
九
四

・
c

8

大
正

四
五

・
三
〇

一
・
c

9

拙
稿

・
「善
珠

の
戒

に

つ
い
て
」

(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

四

一
巻
第
二

号

・
平
成

五
年

三
月
)
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

善
珠
、
『
法
苑
義
鏡
』
、
大
種
造

色
、
表

無
表

(龍
谷
大
学
文
学
研
究
科

研
究
生
)

一
三
九
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